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事前・後期参加登録者が対象です。
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研究成果、 またその進化的な保存性や多様な変化について細菌、 古細菌、 真核生物の3つのドメインを

通して議論し、 染色体機能維持について理解を深めたい。
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日時： 11月 11 日（金） 9:00-11:00 会場：第10会場 (223)

ダウン症から学ぶ多面的な病態生化学

オーガナイザー：

南敬（熊本大学生命資源研究支援センター／大学院生命科学研究部・分子血管制御学）

有村奈利子（国立精神・神経医療研究センター）

ー講演者

横手幸太郎（千葉大学副学長医学部附属病院長医学研究院内分泌代謝・血液・老年内科学）

中川拓郎（大阪大学大学院理学研究科生物科学専攻）

水津太（香川大学医学部 病理病態•生体防御医学講座）

有村奈利子（国立精神・神経医療研究センタ ー ）

南敬（熊本大学生命資源研究支援センタ ー／大学院生命科学研究部・分子血管制御分野）

一概要

アンメットメディカルニ ー ズの最たるダウン症はヒト21番染色体がトリソミ ー になることで生じる症候

群であり、 人類遺伝学上最も高頻度で生じることから身近な存在となっている。 このダウン症病態は精

神発達遅滞・早期アルツハイマー 病発症などの神経疾患に留まらず、 心奇形・急性白血病、 更にはリン

パ浮腫・筋力低下・骨粗魅症のリスク増大など全身性で多岐にわたる。 一方で成人期での固形がん罹患

率の大幅な低下や動脈硬化・高血圧が進展しないなと非線形的な防護的な側面があることも判明してき

た。 このような複合的表現型は、 染色体・クロマチン動態制御、 一次繊毛異常などの分子細胞生物学、

神経・血管の微小環境、 加齢時間軸での経時的動態変化などの多面的な要素で捉え、 システム的に病態

相関を考える必要性・重要性がクロ ーズアップされている。 そこで本シンポジウムでは各方面で先駆的

な研究を推進している講演者を交え、 ダウン症、 更には高齢化社会での各ライフステ ージにおける生活

習慣病との相関について考えていきたい。
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